
一

般

質

問

2019.7 第37 号7 議会だより

乗客の乗っていない大型バス

問 　公共交通の
あり方について

答 　利用率の厳しい路線は廃止も視野　

問 　住民自治向上への
取り組みは

答 　地域未来ビジョンをともに作る　

ね
て
き
た
。
今
後
は
、
出

さ
れ
た
意
見
等
を
基
に
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
に
向
け
実
践
的
な

活
動
を
展
開
す
る
。

問　
自
治
会
活
動
の
理
解

促
進
と
併
せ
、
防
災
面
に

お
け
る
住
民
向
け
の
情
報

発
信
に
活
用
す
る
た
め
に

も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
活

用
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
ま
ず
は
、
自
治
会
活

動
を
多
く
の
方
に
理
解
い

た
だ
く
事
が
大
切
と
考
え

る
。
今
後
は
、
一
部
の
自

治
会
で
行
っ
て
い
る
広
報

誌
に
よ
る
情
報
発
信
に
加

え
、
様
々
な
情
報
ツ
ー
ル

の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
現
在
、
免
許
返
納
者

や
交
通
弱
者
に
対
し
、
村

内
を
大
型
バ
ス
が
走
っ
て

い
る
が
、
乗
客
が
乗
っ
て

い
な
い
と
の
声
を
村
民
か

ら
聞
く
。
こ
の
現
状
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答　

路
線
バ
ス
の
利
用
状

況
は
、
平
成
27
年
度
が

３
万
８
千
人
、
平
成
28
年

度
が
４
万
８
千
人
、
平
成

29
年
度
が
５
万
４
千
人
、

平
成
30
年
度
が
８
万
人
と

順
調
に
利
用
者
数
を
伸
ば

し
て
い
る
。
し
か
し
、
利

用
率
の
厳
し
い
路
線
や
時

間
帯
に
つ
い
て
は
、
廃
止

や
時
間
の
変
更
も
視
野
に

入
れ
て
、
地
域
住
民
や
関

係
者
と
協
議
し
た
い
。

問　
私
は
、
こ
れ
ま
で
住

民
自
治
を
ど
う
向
上
さ
せ

る
の
か
質
問
を
重
ね
て
き

た
。
昨
年
度
は
、
各
地
区

で
行
う
村
政
懇
談
会
の
開

催
に
工
夫
の
見
ら
れ
た
地

域
も
あ
っ
た
。
村
と
の
協

議
の
う
え
開
催
手
法
を
変

え
た
地
域
で
は
、
若
い
方

が
参
加
し
活
発
な
意
見
交

換
も
行
わ
れ
、
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
新
た
な
地
域
づ
く
り

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る「
地

域
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、

村
民
と
と
も
に
作
り
上
げ

る
た
め
の
意
見
交
換
を
重

新政とうかい

舛
ま す

井
い

　文
ふ み

夫
お

　議員

公明党

植
う え

木
き

　伸
し ん

寿
じ

　議員

問　
私
は
毎
朝
舟
石
川
小

入
口
の
十
字
路
交
差
点
で

生
徒
を
見
守
っ
て
い
る

が
、
笠
松
運
動
公
園
、
船

場
、
舟
石
川
小
学
校
、
文

化
セ
ン
タ
ー
経
由
で
、
駅

東
口
行
き
の
大
型
バ
ス
に

乗
客
が
乗
っ
て
い
る
の
を

見
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の

よ
う
な
現
実
を
ど
う
分
析

し
て
い
る
の
か
。

答　
笠
松
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
村
政
懇
談
会
で
の

意
見
な
ど
を
基
に
地
域
公

共
交
通
会
議
で
協
議
・
決

定
し
た
。
ま
た
中
型
バ
ス

へ
の
車
両
変
更
は
、
導
入

費
用
の
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
関
係
者
と
協

議
し
た
い
。
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